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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月13日(2010.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板状の板状部材に液体を吐出するスプレー処理工程中において前記板状部材を搬送す
る搬送装置であって、
　回転駆動する複数の搬送ローラと、
　前記搬送ローラに対して板状部材を挟むように対向して配置され、板状部材を搬送ロー
ラに向けて押さえる複数の押さえローラとを具備し、
　各前記押さえローラは、
　軸線方向の両端側に板状部材に当接する当接部が設けられ、
　各当接部の間に、板状部材との間に隙間があくように小径部が設けられ、
　各前記当接部の外側に設けられた錘が、各前記押さえローラを前記搬送ローラ方向に付
勢する付勢手段として設けられていることを特徴とするスプレー処理用搬送装置。
【請求項２】
　４つの搬送ローラに対して２つの押さえローラが設けられていることを特徴とする請求
項１記載のスプレー処理用搬送装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は上記目的を達成すべく、以下の構成を備える。
　すなわち、本発明のスプレー処理用搬送装置によれば、平板状の板状部材に液体を吐出
するスプレー処理工程中において前記板状部材を搬送する搬送装置であって、回転駆動す
る複数の搬送ローラと、前記搬送ローラに対して板状部材を挟むように対向して配置され
、板状部材を搬送ローラに向けて押さえる複数の押さえローラとを具備し、各前記押さえ
ローラは、軸線方向の両端側に板状部材に当接する当接部が設けられ、各当接部の間に、
板状部材との間に隙間があくように小径部が設けられ、各前記当接部の外側に設けられた
錘が、各前記押さえローラを前記搬送ローラ方向に付勢する付勢手段として設けられてい
ることを特徴としている。
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　この構成を採用することにより、板状部材がスプレーノズルに対してあらわになる面積
が大きくなるので、液体が板状部材に確実に吹き付けられる。そして板状部材に当接する
当接部は、処理反応にあまり関係の無い板状部材の幅方向端部に当接することで、液体を
吹き付けるべき所望の位置に対して問題なく板状部材を押さえつけることができる。
　また、錘による付勢手段が設けられていることによって板状部材の姿勢が変わりにくく
なり、押さえローラの本数を減らすことができるので、さらに板状部材がスプレーノズル
に対してあらわになる面積を大きくして液体が板状部材に確実に吹き付けられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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